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A.M. 9:00 ～P.M.5:00 土・日曜・祝祭日休局 

 
会長／ 田中 久雄    副会長／ 原 孝士 

幹事／ 飯塚 大幸    会計／ 黒田 昌弘 

■■■例会プログラム 

例会 卓話者 演題 

2 月 7日 
古代出雲歴史博物館 

森田 喜久男 様 

「『出雲国風土記』 

を活かした地域づくり」 

2 月 14 日 
元 平田中学校 校長 

坂本 博之 様 
「皆様方に生かされて」 

2 月 21 日 多久和 ミッシェル 様 「My 日本」 

■■■出席報告 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 
前回 

補正率 

47 38  9 (2) 84.44 % 93.33 % 

■■■欠席者 

常松／園山／松浦／三代／原光／佐藤／平野 

 （石原恵行／森山） 

■■■MU 

1/31 大島治、荒木貫、飯塚詔夫、黒田昌弘、牧野昭雄 

小村益造、大谷孝、渡部直人 (家庭集会) 

 

******************************************************* 

■■■次回例会受付当番 

（2 月21日） 遠藤 栄／木佐彰三／黒田昌弘 

 

■■■近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） 

                           赤文字 例会変更 

月 松江南クラブ  水 大社クラブ  

月 出雲中央クラブ  木 松江東クラブ  

火 松江しんじ湖  金 出雲南クラブ  

火 出雲クラブ 2/12(休)   

水 松江クラブ 2/13  （第 1・3 水） 平田RAC 

 

■■■会長挨拶■■■ 

－ 節分について － 

 日本では春から夏へ、夏から秋へ、秋から冬へ、冬から春へと四つの季

節の変わり目を節分と云う。現在我々が節分を指す年代は不明だが冬

から春の変わり目の立春の前日を節分とする様になった。 

明日から暦の上で春になると思うだけでも心が明るくなる。 

春を待つ歌は沢山あるが、それは長調が多い。音楽の分野でも表現

は心はずむものがある。皆様も 3 日の夜は豆撒きをされたと思うがそれは

災いを追い払い福を呼ぶ意味で全国に広まった。 

大晦日に豆撒き行事が宮中の儀式であったと歳事記で見た記憶がある。

節分の宵の豆撒きは明日から立春を迎えると云う四季に恵まれた日本

の詩情豊かな感覚を持った国民性のデリカシーがある。 

都会の主な神社でタレントを招き豆撒きの風景が TV で写し出されるが

邪気を払う本来の節分の宵の豆撒きとは縁遠い。 

年寄りの愚痴であろうか。 

 

■■■幹事報告■■■ 

１．休会のお知らせ 

出雲ＲＣ 2/12 (火) 定款により。  ビジター受付 なし 

２．新入会員候補の紹介 

錦織禎徳様の入会に対し、昨日まで異議の申し立てがあり

ませんでしたので、入会が決定しました。 

３．ガバナー補佐石田様より IM登録のお礼状を頂きました。 

（当クラブは２２名の方に登録頂きました。） 

 

■■■スマイル■■■ 

田中久・飯塚大・伊藤・高砂・河原 

錦織禎徳先生の入会をお祝いして。 

田中久・河原  森田様をスピーカーにお迎えして。  

田中久・大島大  旧正月元旦を祝して。 

木佐  変なことを云って会長に「迷惑」をかけて。 

 

 

■■■錦織 禎徳 （ニシコオリ サダノリ） 会員 入会式■■■ 

 

錦織 禎徳  昭和7年2月2日 生 

島根大学 名誉教授 

職業分類 高分子化学 

推 薦 者 河原 治子、 加藤 昇 

所属委員会 出席親睦委員会  

 

 

■■■スピーチ■■■ 

「 『出雲国風土記』 を活かした地域づくり 」 

古代出雲歴史博物館 学芸員 森田 喜久男 様 

 
『出雲国風土記』は博物誌ですが、関わりあるものを全て残すことは

無理な話です。 

しかし、今に残る景観とそこに暮らす人々の営みを行政と財界の支援

で何かできないかと考えています。 

スローなまちづくり。その第一歩は精神的余裕です。『出雲国風土記』

を読んで古代出雲人と対話を重ねてみてはいかがでしょう。 

 


